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〈要約〉

「 本研究 は、「望 ま しい集団活動」を、「個 のよさや可能性 を発鮒 るとと もに、 集団 と し

てのよ りよい人間関係をつ くることので きる活動」 とと らえ、発達段階 に応 じて自主 的 、

実践的 な態 度を育 て る指導 の工夫 を目指 し、学級活動 と児童会活動を中心 に研究 した。

研究 の結 果、学 級活動 及 び児童 会活動 で身 に付 ける基礎 ・基本 を踏 まえ、発達 段階 に即

した指導 の手だてを明 らかに した。
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1研 究 の 全 体 構 想

研 究 主 題

望 ま しい集団活動 を通 して 、児童 の自主的 、実践的な態度 を育 てる指導 の工夫

,主 題設 定の理 由

21世 紀を担 う子 ど もたちが、主体的、創造的 に生 きるためには、自ら課題を見 い出 し、思考 ・

判断 しなが ら、協 力 して実践す る態度 を育て る ことが大切 であ る。今 日、友達 とか かわれず集

団生 活 に不適応感を抱 く子 ど もも少な くない実態を踏 まえ、特別活動部 会 で は、「望 ま しい集

団活動」 を 「一人一人 がよさや可能性 を発揮 し、集団 と しての よりよい人間関係をっ くる活動」

とと らえ、発達段階 に応 じた指導の工夫 を 目指 して本主題を設 定 した。

学級活動低学年分科会

集団活動との出会い

学級活動中学年分科会

集団活動の広が り

分
科
会
主

みん なで やって みよ う!

一人一人が輝 く学級活動
自分たちでっ くる 心はずむ学級活動

題

目 ・集団活動 の経験 を通 して、みん なでや っ ・自分たちの力で よ りよい学級 をつ くろ う

指
す てみたい、またや りたい とい う気持 ちを とする子

JQ もっ ことので きる子 ・自他を認 め、お互 いに協力 し合お うとす
里
像 ・お互 いの思いを認め、受 け入 れ られ る子 る子

研 ① 「みんなでや ってみ る」 とい う楽 しさを ①児童自身の気付きを大切にし、生かす工

究 味わわせるための工夫 夫
の

視 ②一人一人の思いを認め、生かすたあの工 ②一人一人が意欲と自信をもって活動でき

点 失 るような適切な助言の工夫

①議題を広げようとす る態度を育てるため
研
究
の

◎集団活動との出会い

・朝の会や教科等の授業において、楽 し
の工夫をする。

議題を学級全体で受け止め、生かすため

薯
い集団活動に出会 う場を設定する。

の指導の工夫をする。
'、、、

②個と学級集団の実態を把握 し、時機を得
・他の学級や学年の活動を見たり、調べ

た助言を工夫する。

研

たりする機会を工夫す る。
よさや課題に気付かせる助言を工夫する。

究
の ・教 師の支援 の もとに、話 し合 いをみん

手
だ なで協力 しながら運営 したり、係を分

て 担 した りす る。
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2研 究の進 め方

社 会性 の発達 に関す る文献研究や、研 究員

の所属校 の実態 に基づ く協議 を もとに課題 を

明確化 した。 さらに、児童 、保護者、 教師 を

対象 とす る調査 を実施 し、実態 をよ り深 く把

握 ・分析 し分科会主題 を設定 した。また、 各

発達段階 に即 して 目指 す児童像 と研究 の視 点

を設定 し、 きめ細 かい手 だてを工夫 す る とと

もに、6年 間の指導 の連 続性 を検討 した。

3研 究の成果

6年 間の成長 を見据 えて研究 した結果 、 低

学年で は集団活動 との出会 いの場 の工夫 や 低

学年 な りの話 し合 いの運営の仕方 を、 中学 年

では議題を広 げて 自治的 な活動を積 み重 ね る

こと、高学年で は学級集団 を段階的 に高 めて

い く方法 を明 らか に した。 また、児童 会 で は

全校児童 を視野 に入れ、 自発的 、自治 的 な 児

童会 を展開 す る手 だてを明 らかに した。

学級活動高学年分科会

集団活動の深まり

児童会活動分科会

全校規模の集団活動の深まり

認め合い、みんなでつ くる学級活動

・自分 たちで進んで考 え、行動 し、高 ま って

い くことがで きる児童

① 「一人一人が尊重され、認め合える学級」

づくりの工夫

② 「よりよく生活するたあの課題を見っける」

ための工夫

③ 「共に協力 しなが ら解決 していく」話 し合

いの活動の工夫

一①百常生活あ一中でマ個 め居場所が広
がるよう

な手立てを工夫する。

②学習と生活 とのつなが りを考えさせ、生活

向上の意識を喚起する場をっ くる。

○考えを具体的に表現できる場づ くり

○ああてを共有で きる場づ くり

③学級集団の状態を客観的に把握 し、段階に

即 した指導を計画的に行 う。

○学級の段階を把握する方法の研究

○段階別 「話 し合い活動の手立て表」の作

成

自発的、自治的な児童会活動を

展開する指導法の工夫

・進んで学校生活の充実や向上のために活動

できる子

・互いのよさを認あ合える子

・学校生活の中で課題を見付けられる子

・全校のための役割を引き受けられる子

①児童の考えを生か した活動を創る工夫

②システム化された活動過程を創る工夫

③認め合 うための広報活動 ・評価の工夫

①全校児童の声を吸い上げて生かす事前事後

のアンケー トを実施する。

活動内容に軽重をつけた年間計画を作成す

る。

②教師の指導過程を システム化 したモデル案

を作成する。

児童に活動の手順や見通 しを理解させ るた

めの代表委員会手帳の作成や掲示物の活用

をする。

③活動を認め励ます評価を工夫する。

活動直後の教師の声かけや、児童間の相互

評価を工夫する。
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1【 低 学 年 分 科 会

一 一 分 科 会 主 題

み ん な で や って み よ う! ～ 一 人 一 人 が 輝 く学 級 活 動 ～

1主 題設定の理由

低学年 とい う発達段階 にお いて、児童一人一人 は、何事 に対 して も興味 関心 が高 く、特 に楽

しい体験や興味深 い活動 につ いて は一生懸命 に取 り組 もうとす る傾向がみ られ る。 しか し、 自

分 と教師、 自分 と友達 だけにとどま り、学 級 とい う集団 の中の一人で あるとい う自覚が もて て

いない。「自分だ け楽 しければよい」 とい う考 え もみ られ トラブル も多 い。

低学年 の保護者対象 に、就学前 と現在の友達 関係 や遊 びにっ いて実態調査 した ところ、何 ら

か の形 で友達 と遊 んでい ると答 えた割合 は予想外に多 か った。 しか し、遊 びの 内容 を見 ると、

公園 の遊具 、 自転車乗 り、テ レビゲーム、 ブロ ックな ど個 々の遊 びが中心で あ り、集団 で入 と

かかわ りなが ら遊ぶ経 験 は少 ない ことが分 か った。また異年齢 で遊ぶ とい う経験 も少な い結果

であ った。 これ は、近 年の少子 化の影響や家 の中での遊 びを好 む子 ど もが増加 してい る影 響で

あろ うと思 われ る。家 庭や地域社会 において子 ど もの人間関係 が希薄化 し、 みんなでや ってみ

る楽 しさを十 分 に味わわ ないま ま小学校 に入学 して くることが少 な くない と推察 され る。

この よ うな実態を踏 まえ、小学校 のス ター トにあたる低学年 児童 は、楽 しい と感 じる経験 を

積 み重ね ることによって、 自分 なりの思 いや願 いをた くさん もっであ ろ うと考 え た。 また、集

団活動 の経験の少 ない低学年児童 に、体験 を通 して 「みん なでや ってみ る」楽 しさや喜 びを味

わわせ る ことが重要で あ り、楽 しい集団活動 を通 して、集団の中で 自分の よさを発揮 し、一 人

一人が輝 くだ ろ うと考 えた。

そ こで、一人一人 の思 いや願 いが大切 に され る温 かな人間関係 の中 で、 「み ん なでや って み

る」 とい う楽 しさ、成就感 を味わわせ ることがで きる と考 え、本主題 を設定 した。

〈研究の視点〉

<視 点1>

「みんなで や って み る」 とい う楽 しさを味

わわせ るた あの工夫

<視 点2>

一人一人 の思 いを認 め、生かす ための工夫

① 集団活動 との出会 いと広が り

② 子 ど ものや りたい活動の積 み重ね

③ 活動 の見通 しを もっ ための工夫

① 友達の意見(話)を 聞 く工夫

② 互 いの良 さを気付かせ るための工 夫

③　 コーナ　 一
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2研 究 の構 想図

〔実態調査 で分か った

就 学前 の集 団遊 びの実態

・集団 で行 う遊 びの経験 が少ない。

・TVゲ ーム、 カー ド遊 びな ど、1対1で す

る遊 びが多い。

・保護者 の仕事 の事情等 によ り、友達 との遊

びの経験 が少 ないまま就学 す る子 もい る。

〔児童 の実 態 〕

・興 味 ・関心 が高 い。

・何事に対 して もや る気があ り意欲的であ る
。

・自己中心 的に行動 し、集団にな じみ に くい

傾向の子 が増 えてい る。

・話 合いや活動 の体験 が少 な く、失 敗を恐れ

てい る。

〔低学年分科会研究主題 〕

みんなでやってみよう!～ 一人一人が輝 く学級活動 ～

"み ん なでや
ってみ よ う!"と は…

" 一 人 一 人 が 輝 く"と は …

☆子 どもたちがそれぞれを受け入れ、活躍を認める学級集団になる。

①集団で行 うことの楽 しさが分かる。

②自分たちでやることの楽 しさが分かる。

① 自分 のよさ、他人 のよさが分か る。

②集団 の中で、一人一人が認 あ られる。

③活動 にお いて、互 いのかかわ りが生 まれる。

〔目指す児童像 〕

・集 団活動 の経験 を通 して、またや りたい、 もっと知 りたい、 もっと楽 し くや りた いとい う気持 ち

が もて る子。

・一 人一人 の思 いを認 め、受 け入 れ られる思 いや りを もった子 。

〔研究の仮説 〕

学級において、集団での話合いや活動を数多 く行い、楽 しさや面白さの経験を積み重ねることによっ

て、みんなでやることの楽 しさや大切さが分か り、また自分のよさや他人のよさを認あ合 う集団活

動が展開されるであろう。

i

〔研究の方法 〕

①

②

③

実態調査(対 象:保 護者589名 「就学前の遊びについて」)

一人一人が輝 く学級活動にするための支援及び具体的な手だての検討

検証授業

〔研 究のま とめ 〕

・研究結果の考察 ・視点 に基づいた仮説の検証 ・研究報告書の作成 ・研究発表

一5一



3研 究の内容

くり返 し

体験

集団活動との 出 ム い

出会 い

と 広がり

驚 き ・期 待 感(す ご い 、 お も し ろ い 、 ま た や り た い)

自分 た ち も(で)や りた い

↓
みん なでや ってみる(快 い体験)

また や りた い も っ と知 りた い(広 が り)

も っ と楽 し くや りた い(深 ま り)

学級集団の状況 に応 じた出会 いの例

学級の中で

スター ト(集 団活動 の は じま り)

・休 み 時 間 に ク ラ スみ ん な で 遊 ぼ う。

・休 み 時 間 、 み ん なで 遊 ぶ 日を 決 め よ う。

・誕 生 会 を しよ う。

・ク ラ ス開 きの 会 を しよ う。

・帰 りの 会 で 「あ りが と うと言 いた い こと」

を 発 表 しよ う。

・帰 りの会 で 、今 日一 日良 か っ た こ とを 発

表 しよ う。
・班 の友 達 の良 い と ころ を みっ け よ う。

・自分 を よ く知 って も ら うた め に 自 己 紹 介

を しよ う。

・名 刺 交 換 ゲ ー ムを しよ う。

・帰 りの会 で 、三 人 の友 達 と じ ゃ ん けん し

よ う。

・朝 、 クイ ズを しよ う。
・お誕 生 日の 同 じ月 の 人 と、一 緒 に 給 食 を

食 べ よ う。

・給 食 の 時 間 楽 しか っ た話 を しよ う。

・係 りの 紹 介 を しよ う。

ホップ(集 団活動の広が り)

・自分 の得 意 技 を紹 介 しよ う。

・雨 の 休 み時 間 、 み ん な で教 室 で 遊 ぼ う。

・ク ラス の シ ンボ ル マ ー クを作 ろ う。

・ク ラス の歌 を決 め よ う。(替 え歌)

。ク ラ スの キ ャ ッチ フ レー ズを 作 ろ う。

・ク ラ スの旗 を作 ろ う。

・「こん な こ とが で き る よ う に な り ま した

会 」 を 開 いて 、 お 家 の 人 に見 て も らお う。

・2-1の 名 人大 会 を しよ う。

・ス ライ ム大 会 を しよ う。

・め ざせ 新 記 録 。 空 き缶 積 み 大 会 。

・友 達 を誘 え るお ま じな い を覚 え よ う。

・お掃 除 バ ス タ ー ズ。

・仮 装 大 会 を しよ う。
・隣 の学 校 の友 達 に手 紙 を 出 そ う。

・給 食 の方 に お礼 の手 紙 を書 こ う。

・6年 生 を送 る会 の言 葉 を考 え よ う。
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垂 國
・ワンツー タイム

1、2年 生 によ る交流遊 び(1～2単 位

時間)(週 一 回20分 休 み)

・ワンツー ラ ンド

学習発表 会でお店(輪 投 げ コーナ ー、迷

路 コー ナー など)を1、2年 合同のグルー

プで出す。

・子 どもまつ り(4、5、6年 生 がお店 を

出す 。)
・なかよ し清掃 。なか よ し給食。

・朝 自習にゲ ームや読 み聞かせ。

・ブロック活動(異 学年交 流)

休 み時 間や朝 自習時 に遊 んだ り、 遊 ばせ

て もらう。

・交流給 食(異 学年 ・同学 年)

・2年 生 が1年 生 の学校探 検を案内す る。
・たて わ り活動(っ くって遊 ぼ う、 全校遠

足)

・ロング集会 に縦割 り班 でゲ ー ム大 会 をす

る。

その班 で、仲良 くなるため に中休 み に遊

ぶ 。

・1 、2年 生 で、遠 足 に行 く。2年 生 が1

年生 の世話 をす る。事前 に グルー プで顔

を合 わせ、遊ぶ。

・1年 生 を迎 え る会(ゲ ー ムな ど)

・集 会 委 員 会 が 集 会 で ゲ ー ム を 月 一 回

行 う。

鋼
・お楽 しみ会 を学 年 合 同 で す る。

・休 み時 間 の遊 び か ら、 か か わ り を 広

げ る。

学 級 活 動 コー ナー

・活 動 の紹 介 、 写 真 な ど。

ステ ップ(集 団活動の深 ま り1)

・大 水 遊 び大 会 を しよ う。

・ク ラ スの 良 い と ころ を紹 介 す る ポ ス タ ー

を 作 ろ う。

・2年1組 オ リジナ ル ゲ ー ム をつ くろ う。

・も ち よ り ビ ン ゴ大 会 。

・リサ イ ク ル シ ョ ップ大 会(バ ザ ー)

・カ ラ オ ケ大 会 を しよ う。

・二 人 三 脚 大 会 を しよ う。

・友 達 を コ ー デ ィネ イ トしよ う。

・学 校 の 中 に 自分 の 木 を決 め よ う。

・タイ ム カ プ セ ル をっ くろ う。

・2年1組 そ う じ隊 を しよ う。

・係 を 中 心 に、 工 作 をっ く って遊 ぼ う。
・給 食 の 時 間 、 外(屋 上)で 食 べ よ う。
・友 だ ち 自慢 大 会 を しよ う。
・本 を 順 番 に読 む 。 読 み聞 かせ 。

ジャンプ(集 団活動 の深 ま り2)

・学 校 の 中 で100人 の 人 と挨拶 しよ う。

(握 手 ・名 前)
・2年1組 を デ コ レー シ ョ ン しよ う。
・ク ラ ス内 ク ラ ブを 作 ろ う。

・ク ラ スの劇 を 作 ろ う。

・ク ラ スの プ ロモ ー シ ョ ンビデオ を作 ろ う。

・2年 生 の主 張!
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4実 践 事例

議 題名 「お誕 生 日会 に何 をす るかみ んな で決 め よ う」(1年)

〈活 動 の概要 〉

【事 前 の活動 】

10月 のお楽 しみ会 の後 、振 り返 りカ ー ドを書 いた。子 ど もか ら出 された 「このつ ぎや って み た い こ

と」の 中か ら、今 まで にや った ことのな いゲ ームを紹介 す ることに した。…〈 出会 い〉

他 に もみん なで楽 しあ るゲ ーム はないか探 偵団 に な って、他学 年 に調査 に行 った。 や った こ との な

いゲ ー ムは説明 した り、や ってみ た り した。…〈 出会 い〉

調 べ た ゲ ームや や ってみ た いゲー ムを カー ドに記 入 して学 級活動 コー ナー に貼 った。

司会 グル ープ と教 師 との間 で事前 の話 合 いの時間 を もち、「話合 い進 め方 カ ー ド」 を も とに 話 合 い

の流れ を確 認 した 。

【話 合 い活 動】

話 合 い活 動 をみ ん なで楽 し くや ろ うとい う意 欲 を もたせ る ため

にクラス全員で歌を歌 。た.司 会 グループは学級会 グ。ズのペ ン,蟻

雛ダ ン トを使 い、役 割 を は っき りさせ た。司会 グルー プが友 達 か ら

認 め られ るよ う、 また他 の子 もや ってみ た いと意 欲 や 自信 が もて

るよ うに 「話 合 い進 め方 カ ー ド」 を用意 した。話 合 う申 で友 達 の

意 見を最 後 まで聞 こ うとい う姿勢 を もたせ るたあに 「聞 き上手 カー

ド」を掲示 し、 自分 で確 認 で きるよ うに した。 轟
凝 驚

鍬 声

慧 舗.
授 業 の前半 に教 師 が調 べ て きた集 団活 動 を ビデオや写真 な どで紹 介 した。…〈 出会 い〉

教 師 が紹 介 した活動 と学 級活 動 コーナ ーに貼 って あ った カ ー ドの中 か ら 「み んなが 楽 しあ る」 こ と

を めあ て に話 合 った。賛 成 、反 対 の意見 が 出 ると黒 板書記 が賛成 マ ー クや反 対 マ ー クを黒板 に付 け て

い った。

話 合 い の結 果 、「おば けや しき」、「ゲ ーム大 会 」、「キ ックベ ース」決 ま った。

【事後 の活動 】

クラスの全 員 が準備 の係 を分担 した。係 分担 を決 め る時 、「おば けや し き」 は準 備 に時 間 が か か る

ことに気 付 いて 次回 のお楽 しみ会 にや る ことに な り、「ゲ ー ム大会 」の ゲ ーム も一 っ に絞 った。

5ま とめ

(1)研究 の 成果

・出会 いを積 み重 ね るこ とによ り、子 ど もた ちが期 待感 を もち

「や ってみ たい 」 とい う意欲 が育 って きた。

・学 級会 で話 し合え ば楽 しい ことがで きた り、自分 た ち学級 が

よ くな った りす る ことが分 か り、みん なで話 し合 う大 切 さ が

分 か って きた。

・司 会 グルー プ(司 会 ・副 司会 ・書記)と の教 師 との事前 の打

ち合 わせ や、話合 い活 動 の最 中 に教 師が援 助す る ことによ っ

て、一年 生 な りに役割 を果 たす こ とがで きた 。

(2吟 後 の課題

拳
を

魯

・教師の話を聞 く態度 は少 しずつ育 って きている
。 しか し、子 ども同士が聞 き合 い、認め合 う活動 は

まだ不十分であるため、話を聞 く態度を身 につ ける手だてを工夫 してい く必要がある。

・お誕生 日会やお楽 しみ会 などの目的に応 じた集団活動 との 「出会い」のさせ方を工夫 していく
。
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皿 中学年分科会
分 科 会 主 題

自分た ちでつ くる 心 はずむ学級活動

1主 題設定の理由

中学年の児童は、好奇心旺盛で人間関係も広がり集団活動のおもしろさにも気付いて くると言われている。

しかし、自己表現が苦手な児童や、自己中心的な言動をする児童 も見 られる。また、困難な物事に対する粘

り強さや実践力が不十分であり、自分の思いや考えを伝えるのが児童 もいる。アンケー ト(資 料1)の 結果

からも、中学年の児童は、集会活動や係活動 は楽 しみだが、議題を出す ことに積極的であるという実態が見

られた。与えられた課題を実践 していくことには意欲的だが、新たに自分の願いをもち、自分たちで実現 し

ようとする意識が低 く、人任せに したりあきらめてしまう傾向がある。 この ことは、児童の集団への所属意

識の低 さ、自治的な活動の体験不足や自信のなさが原因であると考え られる。

以上のような実態を踏まえ本分科会では、『自分たちでっ くる心はずむ学級活動』 とい う研究主題を設定

し、「自分たちの力でよりよい学級をつくろうとする子」「自他を認め、お互いに協力 し合お うとする子」を

目指す児童像 とした。児童が 「自分たちでっくる」という意識を もったあには、自発的 ・自治的な活動の体

験を積み重ねていくことが必要であり、そのたあには次のようなことが大切であると考えた。

・児童が自分たちの学級生活をより良 くしようとする意識をもち
、議題を見っけ出そ うとすること。

・認め合い協力 し合いながら児童一人一人の思いを学級全体で受け止め生か し、議題を解決 していくこと。
・児童に活動への意欲 と自信をもたせるために、教師が児童の変容を見逃さず、よさや次への課題に気付

かせ る適切な助言をしていくこと。

児童の気付 きを生かし、教師の適切な助言を工夫すれば、児童が自分たちの力でっ くり上げてきたという

成就感や満足感を味わい、学級への所属感が高まる 「心はずむ学級活動」になるのではないか と考えた。

よって 『児童の気付きを大切にし、生かすたあの指導の工夫』と 「意欲と自信をもたせるための適切な助

言の工夫」について視点をあて研究をすすめることにした。

(資料1)学 級活動 アンケー ト 集計結果 平成12年9月3。4年212名
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2研 究構 想図
「 「

中学年分科会研究主題

児童の実態
一一 一.

・素 直 で行 動 的

・好 奇 心 が旺 盛

・自 己表 現 力 に差 が あ

る

・あ き らめが 早 い

・自 己中 心 的 な言 動 が

み られ る

・自分 で 考 え て、 行 動

す る こ とが 苦 手

・友 達 と のか か わ りが

苦 手
＼ ノ

一
自分たちでつ くる 心はずむ 学級活動

〉 く

自分たちでiつ く るii心 は ず む

『替驚 灘 熱
__出 、属 騰 自信

た み ん な の1た りする・)Il

こと 〔翫

思いや考えをみんな、言舌、合 凹 営誓憲感を感
・自分 の 役 割1い 、活動の仕方や解決の方法を考 えllじ る

轡 る繰
__副 臨 感や満

・自主性 を も1る)Il足 感を味 わ

つこと 牒 票
、とをみんなで協力して実iiう

帳 する)lI
,

階 農翫 次への意欲につなげ、)]
一,

・お互いに認め合 う支持的風土をもっ学級集団
L'

i
r

目 指 す 児 童 像

・自分たちの力でよりよい学級をっくろうとす る子

.● 自他を認め・お互いに励 しあおうとする子J
i

r 「

研 究 仮 説

児童の気付きを大切にし、教師の適切な助言を工夫すれば、児童の学級への所属感は高ま り、意欲 と自信 を

、もって体験を積み重ね、「自分たちでっ くる 心はずむ学級活動」を展開 していくだろう。
ノ

i
r

研 究 の 視 点

視点1児 童自身の気付きを大切にし、生かすため

の指導の工夫
視点2意 欲と自信をもたせるための適切な助言の

工夫

手だて(1)議 題を広げようとする態度を育てるための

指導の工夫をする。

②議題への個の思いを学級全体で受け止め、

生かすための指導の工夫をする。
L

手だて(1)実 態を把握 し、時機を得た助言をする。

②よさや課題に気付かせる助言 の観点を明 ら

かにし、効果的な助言の工夫をする。

」

'

研 究 の 方 法 「

・アンケー ト調査をして、その結果を分析する。

・議題を出したり・共有化 したりする過程へのかかわりやそのたがや しを行い
、議題の出方を分析する。

.・ 実践記録を集め、個人や学級の変容を分析 し、効果的な助言の観点を明 らかにする。
」

i

〔 研 究 の ま と め 「
ノ
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3研 究の視点

視 点1児 童 自身 の気 づきを大切 に し、生かすための工夫

手 だて(1)議 題 を広 げよ うとす る態度 を育て る
議 題 に で き る 範 囲

○学級目標を達成するための活動 ○自治的範囲の枠

墜 題を広げる1
自

分

た

ち

で

議

題

を

出

そ

う

∀

llた がやし
1
II

学 級活動m一学 級 や学 校
の生活 の充 実 と

向上に関す ること一

学級活動(2)一日常の生 活や 学習 への適 応及 び

健康 や安 全に関す る こと、

(学級活動 にいか したいことを取 り入れ る)

○全員 参加の楽 しい活動を教 師が企画 して体験す る。

C日 常的 な子 どもの発 言やっぶ やきか ら
・「みんなに知 らせよ う一
・一どうした いの一 と問 い返す。

○複数 の子 どもの共通 体験か ら
。過去 の学級活動 の体験 ・グ ラブ活 動 ・委員会活動
・異学年交流(た てわ り班活動 等)

・地域 の行事(児 童館 の活動 、子 ども会の行事等)

○発表や紹介をす る時間や場所 の設 定をす る。
(朝の会、帰 りの会、新聞、 自由に使 えるコーナー)
・楽 しい こと ・みんなに広めたい こと
・お知 らせ(係 、当番、個 入等)

○学級会がで きる回数 ・日時を知 らせ る。

○学級活動の記録か ら
○教師が学級で起 こった出来事を知 らせ る。

・新聞に して配 った り、貼 った りす る。
・朝の会、帰 りの会で知 らせ る。

○教師が他学級、他校等の学 級活動の様子を紹介す る,
(写真 、 ビデオ、話等)
・掲示物、議題例、集会や係活動の様子

(体験 か ら)

(客教科 ・領域 との関連)

(係活動の充実)
C時 間 と場所の保障

○ 自主的活動の保障

C級 目標 にせまる)
C具 体化、見直 し

¢養題 を見っける時 と場 を設 ける)
○学級全 体で話 し合 う

○ グループで話 し合 う

○個 人で考 える

○相談係 等をつ くり、悩 み事 を棺談 し、

みん なで話 し合 うことがあれ ば学級会へ

(学級 の外 とのかかわ り)
○他学年、他学級等 と交流する。

○交流を通 して 自分た ちの クラ スの

課題を見っける。

○他校の実践例を探す

(イ ンター ネ・ソト、小学生新聞、本等)
*た だ し、他学級にかかわ るこ とに

つ いて は、他学級の担任等 との連

絡を密にす る。

C青報か ら)

吊日'ま た は疋 期 ・に集 め る 易 口

個か ら学級全体へ

・議題 ポス トに入れる場 合

・議題提案 コーナーをつ くり、目由に貼 る

・朝の 会や帰 りの会で発表す る ・司会 グループが集める

(議題を出す)
(学期始めに集める場 合)

・ア ン ケー トを と る

・学 級 活 動 で 話L合 う

手だ て② 議 題への個 の思 いを学級全体で受 け止 あ、生 かす

議題を共有化する

学級活動111一学級 や学校の生活 の充実 と向上 に関 することご

言題 の 侵口の亡 →担当者

○時 や場 ・朝 の会、帰 りの会で知 らせ る

○だ れか ・提 案者 ・司会 グループ ・日直

議題 を決 める方 法

○ いつ ・朝 の会、帰 りの会

○ だれが ・学級 全員

議題案 を生 かす

○議題案 を選定 する
・学級 全体に関 わる ものを選ぶ

す

・掲示す る

・学級会係

・学 級 活 動(1)の 話 し合 い

・い くっかの議題案を統合 して、生か

・提案理 由を、学級全体に とってよ り価値のあ るものに深め る。

○議題 と して選 定されなか ったものを生かす。
・朝 や帰 りの会で話 し合 う ・代表委員会 に出す ・係にまかせ る

・学級活動② で話 し合 う ・先生に相談す る

個

か

,り

集

団

へ

▽

たがやし

(み んなで議題を決定す るときの よりどころとなること)

○ 日常的 な子 ど もの思 い
・や りたいな ・相談 したいな

○過去 の実践 の経験 か ら
・たの しか ったな ・またやりたいな

○複数 の又は全員 の共通 体験 か ら
・今度は学級 でや りたいな

・こんな方法 を知 ってるよ

○ お互 いを認 め合 う学級風土
・みんなに楽 しか ったことを知 らせたいな

・仲良 くなりたいな

・楽 しい思 いを一緒 に味わ いたいな

○教育課程全般 で培 われたもの
・教科等 の学習 内容 か ら

・教科等 の学習方法 か ら

1

学 級 全 員 に よ る 議 題 決 定

視点2意 欲 と自信 をもたせ るための適切 な助言の工夫

手 だて(11実 態を は把握 し、時機 を得た助言 をす る 手 だて(21よ さや課題に気付かせ る助言の観点を明 らかに し、効果的 な

助言 の工夫をす る。

〔£実 態を把握す る ①よさに気付か せるための賞賛の観点
ア、活動の観察記録 ・授業記録 ア、友達 のよさを認め る

イ、 ア ン ケー ト(意 識 調 査 ・実 態 調 査) イ、友達 の思 いや考え を大 切に し生 かす

ウ、 作 文 一C年O組 につ い て一 ウ、提案理 由を大切 に し生 かす

エ 、 学 級 会 の 感 想 ・カ ー ド エ、創意工夫 のある

オ、 日常の児童のつぶや きや会話、生活 の様子 オ、進行 や運営 に役立 っ

②時 機を得た助言 をす る カ、問題点 に気付 き、解決 しようとす る

ア、適切な助言の時機 キ、 これ か らの課 題 に っ な が る

・初 め て 見 られ た 一芽 一 と な る発 言(っ ぶ や き)、 行 動 、態度 があ っ 1以上の ような発 言(っ ぶや き)、 行動 、態度1
た時 ②課題 に気付かせるための助 言の観点

・芽を生か そうとす る発言(つ ぶ やき)。 態度 ・行動 があった時 ア、決 ま ったことやあいまいなことの確認する
・課題や問題点 に改善 や向上が認 め られた時 イ、次 は何をするかの確認 と意欲 づけをする
。課題や問題 を子 どもが受 け入れ られる時 ウ、創意 工夫 を刺激す る

イ、適切な助言 の方法 エ、問題点 に気付かせ、解決方法 を考えさせ る
・賞賛を中心 と した助言 をす る

・授業記録 をもとに具体的な事実 を紹 介 してほめる

・場面の巻 き戻 しを して課題 に気付 かせる
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4実 践事例

視

点

1

児

童

自

自

身

の

気

づ

き

を

大

切

に

し

生

か

す

た

め

の

指

導

の

工

夫

手だて

(1)議題を広げよ

うとする態度

を育てるため

の指導の工夫

・学級目標の具

体化

・係活動の充実

・情報 か らのた

がや し

②議題への個の

思いを学級全

体で受け止め

生かすための

指導の工夫

・学級会での議

題の選定

・学級活動②で

の話 し合い

指導 実践例

学級活動の様子がクラスみんなに伝わるような環境を作ることで自分たちの学級

作 りに関心が高まった。

教室環境・壁面掲示例
.,.,.,

学級目標 学校目標 学年目標 月ごとの掲示

学級 目標 に近づ くために、一人一 人がで きる ことやみ ん なでで き るこ と

を話 し合 う中で、お願 いや、や りたい ことが見 えてきた。

(例)ミ ニ運動会 、音楽会、や った事 のないゲーム大会、小動物 を飼 うか

どうか。

創意工夫が広がるような活動を取 り入れ、自主的な活動 の場や、機会の

保障をする。

(例)ハ ムスターの名前を決めよう。係の発表を したい。

他校での集会活動の写真やビデオに関心を示

し、自分たちもやってみたいというっぶやき

が増えた。またアイディアを生み出すきっか

けになり、新 しいことに挑戦する意欲がでて

きた。

学
級
活
動

当

番

女
員

A

日
直
ス
ピ
ー
チ
議

題

箱

議
題
ノ
ー
寿
新
聞
ヲ
ラ
ス
遊
び
一発
表
会
一そ
の
他

係
の
表
示

学級全員による議題を決あていく学級会をもった。個の思いを大切に し、

学級活動の見通 し(時 間、数、場)を 考えなが ら進あていった。

(例)た くさん出された集会を実行するにはどうするか。

議題にする。とに反対 している雄 の思いを受け止め、みんなが鵬 す 諜 校

方 法を話 し合 った。

〈 クラスの合 い言葉 サ ンコール〉

(例)「 クラスの合い言葉の2番 を作ろう」

という議題案に対し 「2番 は作 りたくない。」

という、少数の児童の思いを受け止め、配

慮 しなが ら話合いを進めることにした。

児童に任せることはできないが、児童にとっ

て解決 したい切実な問題を、児童の司会で、

教師の意見 も交えなが ら、話 し合 った。

(例)お かわりのルールを決めよう

他

か
ら

…
議

ボ

ー
ド

○研究の成果 と ◆今後の課題

○学級目標を意識 して、みんなのことを考えるようになった。

○自分の気付きを友達に広め、友達の気付きを自分 に受 け入れるようになった。

○体験の積み重ねにより、議題への関心が高まり、自分たちで問題を解決 していこうとする意識が育っ

た。

○助言を工夫することで、助け合う意見が多 くなり、自分たちで話 し合 いを進 められるようになった。
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視

点

2

意

欲

と

自

信

を

持

た

せ

る

た

め

の

適

切

な

助

言

の

工

夫

手だて

(1)実態 を把 握 し

時 機 を得 た助

言 をす る

。賞賛を中心とした

助言をする
・感想から児童の思

いを知る

・「芽 」 を取 り上 げ

て ほめ る

・「芽 を生 かす行動 」

を取 り ヒげて ほめ

る

② よさや課題を

気づかせる観

点 を明 らか に

する

・決 ま った こと とあ

い まいな ことの確

認

・問題点に気づかせ、

解 決方法を考 え さ

せ る

・創 意工夫を刺激 す

る

。次 は何 をす るの か

の確認

指導 実践例

賞賛を中心に学級やA児 に助言をした。

(例)A児 の変容

第14回 「私 も○や△ を見習 って勇気を もって言 ってみた いな』

A児 の感想を紹介 し、友達の頑張る姿を見て自分 も頑張ろうという気持 ちにな

れたことの素晴らしさをほめ、励ます。他にも同 じよ うな気持 ちの変化が見 ら

れる児童を名前を挙げて紹介 し、今後への期待の気持 ちを伝える。

第15回A児 が初めて学級会で発言する

終末の話でA児 が自分の思いを実現させ学級会で初 めて意見を言えた こと、発
w

言するために前もって学級会 カー ドの裏面に自分 の意見を整理 して書いていた

ことを系 してほめる

A]「今日は私 も言えてよかったです。今度 もまた言 ってみたいです。今度の学

級会 も言えるように しておきたいです。今日は本当に楽 しかった。やった一!

(Vサ イン)』

A児 は第16回 学級会以降も引き続 き発言す るようになった。周囲 の児童 にはA

児やその発言の少ない友達を応援する気持ちが育 ってきた。 また一 線のよ う

な学級にとって初あて見 られた「芽」となる行動をほあたことにより、学級会カー

ドに意見コーナーを作ろうという意識が強まった り、以下のB児 のように自分

もやってみようとする児童 も出てきたりした。(B児 の感想 も紹介 してほめた)

圖 『またAさ んが自由帳に意見を書 いていました。私 も言 う前 に前 もって書 け
た らいいなと思 いま した。「Aさ んす ごい!」 』

教師の終末の助言 の観点を明 らかにす ることで、分か りやすい助言が可能 とな っ

た。 また、振 り返 りの時 に学級会の場面 を巻 き戻 して、 具 体的 な話 の助 言 をす

ることによ り効果的 な指導 がで きた。

(例)バ スケ ッ トとサ ッカーの両方 の意 見が出 た と きDさ ん が両方 順番 にや れ

ば いいとい う意見 を出 した。 みんな は賛成 し、決 定 され た が、 バ ス ケ ッ トの話

に集中 し、サ ッカーにっ いて は決 まった ことの確 認に取 り上げ られなか った。

T「 サ ッカーはど うなったの。」C「 バ スケ ッ トの次 にや る。」

T「 ど こにか いて あるの?」

C「 あ っ、書 いてない。」C「 今度 はちゃん と書 こ う」

決 ま った ことを落 とさずに記録 に残す ことの大切 さに気づ いて い った。

マグネ ッ トの色 を使 ってチームの ゼ ッケ ンの色 を表 す工夫 を した黒板記 録 を賞

賛 した。創意工夫 を賞賛す る ことで、他の児童 に も新 たな工夫 を しよ う とす る

動 きが見 られた。次 の学級会 では、色 を使 った書 き分 けを して い く工 夫 を考 え

出 した。

T「 この続 きはど うす るの」C「 次 の学級会で話 し合 う」

○振 り返 りによって次への意欲が高まり、新たな課題に気づき、 これを評価す ることで自分 自身への

自信にっながっていった。

◆議題を出すことへの関心が高 まると、議題は多 くでて くるが、限 られた時間の中で選定 してい く工

夫が必要になった。

◆一人一人の気付きや個を生かすための適切な助言について更に研究を深める。

◆話合いの進め方や決め方にっいては、これからも体験を積み重ねてその学級 にあった方法を見っけ

ていくことを課題 とする。

一13一



IV学 級活動高学年分科会

分 科 会 主 題

認 め 合 い 、 み ん な で つ く る 学 級 活 動

1主 題設定 の理 由

高学年分科会 で は、学級生活 の核 となる集団の、 より望 ま しいかかわ り合 いの中か ら、子 ど

もたちの 「豊 かな人間性 」 と 「集団 の申で 自分 らしさを発揮 しなが ら主体的 に生 きる力」を育

て てい きたい と考 え、 目指 す児童像 を次の よ うに設定 した。

○自分たちで行動 し、考え、高あ合っていくことができる児童。

○友だちや学級全体のことを考えながら、進んで行動 したり、意見を言 ったりすることができる児童。

そ して、「高 あ合 う学級集団」を最終 目標 に置 き、次 の視点で取 り組 む ことに した。

匝 コ ー 人一 人が尊重 され る温 かい学級づ くりをす る。

匝]よ りよ く生活す るたあの課題 を見つ け、みんなの ものにす る。

趣]課 題を解決 して い くための方法 を探 る.

特 に[癒]に っ いて は、学級集団 としての実態を的確 にと らえ、段 階的に手 立てを行 って

い け ば 、 集 団 と して の 高 ま りを 促 す こ とが で きるだ ろ うと考 え 、本 主題 を 設 定 した。

2研 究構想図

時 別活動部研究主題i

望 ましい集団活動を通 して、児童の

自主的 ・実践的 な態度を育てる指導

の工夫

}子どもたちの願い1

◎ もっとうまくかかわりたい

◎自信をもちたい 居場所がほしい

◎友達の気持ちを知 りたい

◎楽 しみを自分で見付けたい

児童の実態調査か ら

コ 二
研究仮説

一人一人が尊重され
、認め合 え

る学級の中で、 よりよく生活す

るための課題を見付け、学級集

団の実態 に即 した手立てを行 っ

ていけば、主体的に学級活動 に

取 り組む集団(児 童)に なるだ

ろう。
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研

究

の

視

点

視 点1「 一一人 一 人 が尊 重 され、 認 め合 え る学級 」 つ く りの工 夫

日常の学校生活の中で、個の居場所の広が りを求められるような手立てを工夫 していく。

○友達 とのかかわりやめあてをもった活動を通 し、 自

分の居場所を確認 しなが ら広げていくようにする。

①振 り返 りの場

。自分の活動を自分自身で振 り返 る

②承認される場

・友達か ら、自分の活動を認め られる

③共感 し合 う場

・友達と同 じ思いを通わせる

○一人一人が楽 しいと思えるような学級づくりをする。

→児童への意識調査を行 う

○仲間意識を育てるコミュニケーション活動を意図的

に取 り入れる。

①振 り返 り

②承認

↓
視点2「 よ りよ く生活するための課題を見付 ける」指導の工夫

学習や学校生活、社会生活とのつなが りを考えさせ、学級での生活をより豊かにしようと

する意欲や態度を育てる。

IL-i翌 一

学 習 活 動 学 校 生 活 日常 生 活

○考えを具体的に表現する場づ くり 一「一一〇集団で実践的に表現する場づ くり

・個 人→ 日記、 スピーチ、議題箱など ・集会活動→個性を生か した分担活動

:撫:雛 縞 騰 茎ど魯:雪謡 繍 灘 蒲 動

V

視点3「 学級集団の状況に即 した手立て」の工夫
集団の状況を客観的に把握 し、段階に即 した指導を計画的に行っていく。

○学級集団の状況を3段 階に分け、それぞれの段階における 「期待する児童像」を設定する。

☆学級集団の段階 ☆学級の段階における期待する児童像

①安心できる学級集団 ②認め合う学級集団 ③高あ合う学級集団

・安心 して学 級 に いる こ ・協力 して活動 で きるf ・相手 を尊重 して 活動 で き

とのできる子 ・ク ラ スの 一一員 と して 貢 るiF

・ク ラ スの一 員 だ と感 じ

られ る子

献で きる子1・ 学級全体 を考 えて行 動 で
・進んで役割 を果 たせ るiき る子

・役割意 識が もてる子 子 旨 創造性や工夫を生かして

・自分の考えが もて る子 ・自分の考え を表現 で き 役割 を果 たせる子
・友達の意見が 聞 くとが る子 ・相手 の立場 や気 持 ち を考

で きる子 ・友達 の意見 を受 け容 れ えなが ら表 現で きる子

ることので きる子 ・友達 のよ さを取 り入 れ、

1生 かせる子

○学級集団の状況に即 した手立てを工夫 し、段階別 「話合い活動の手立て表」を作成する。
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3話 し合 い活動の手 だて表

①安心できる学級集団 ②認あ合う学級集団 ③高め合う学級集団
・み ん な で行 う こ とが 楽 しい ・自分たちの想いが実現する ・自分たちの創意工夫が生か

と思える活動 喜びが味わえる活動 される活動

意 欲 づ け ・学 級 会 コー ナ ー の設 置 ・学 級 活 動 カ レン ダー の工 夫

・役割分担の明確化

・朝の会や帰 りの会の工夫

議 内
・み ん な が仲 良 くな る こと

・ク ラス を楽 し くす る こと

・ク ラス を も っと よ く した い

こ と

・児童会 とのかかわりの中で

積極的な投げかけ
容 ・困 って い る こと

題 収
集

・議 題 ポ ス ト

・提 案用 紙

・意 見 文 ・ス ピー チ

・朝 の 会 や 帰 りの会

・必要に応 じて随時

・司会グループ輪番制 ・学 級 会 カ レ ン ダー の]二夫 ・司会 グル ープ によるア ンケ ー

司 会 グ ル ー プ
・学 級会 カー ドの作 成

・議 題 の 予告

・学 級 会 カー ドの工 夫 ト
・学級会を開くまでの独自の

広報活動
1能

1・ 」'

・話を最後まで聞 く態度 ・司会進行を助ける発言 ・そ の場 に 応 じた ルー ルの 修

ノヒ 度 ・相手を否定 しない工夫 正

ル 司
・指名の工夫 ・時間配分を意識した進行 ・意見をまとめながら進あて

会 ・少数意見を大切にする工夫 ・目的に応じた座席の工夫 いく進行 ・効率的な進行

方
・ハ ン ドサ イ ン ・名 前 シー ル

・議 題 に つ い て 自分 な りの意

・話 合 い の ポ イ ン トを考 え た

カ ー ド

・いくつかの考えを並べ比較

検討できるカー ド

話 表 見 を書 くカ ー ド

法
・友達 の意 見 を メモで きるカー

ド

意
・小 グル ープ に よ る討 議 ・グ ル ープ で 共 有 化 した 意 見 ・意 見 を 共 有 す る グ ル ー プ で

・意見の表現をうながす掲示 の発表 検討した意見を提案

現
見

・聞き手に分かりやすい説明

や話 し方

・聞き手が納得できる論拠の

ある話し方

態 ・自分の意思を表現する ・反 対 意 見 も含 め て 、 自由 に

合 度 ・う なず く ・拍手 す る 意見が言える
ヒ
・1っ の 意 見 の 修 正 して い く

受 ・相手の話を聞く ・相手の立場や考えを理解す '・複 数 の 意 見 を合 成 して い く

容 ・意見が受け入れられる る

・自分の活動を自分自身で振 ・友達のよかった意見や態度 ・友達のよさを自分な りに取

振 児 り返る を見付けられる り入れる
・友達から、自分の活動を認 ・友達の進行のよさを見付け

められる られる

り ・自分に対する終末の助言に ・発言内容への賞賛 ・修正や合成できた意見の発

い 喜ぶ 提案理由に基づく発言 言者や協力者への賞賛

童 ・友達に対する終末の助言に 創意工夫のある発言 ・今後の課題にっながる発言

返 賛同する 進行や運営に役立っ発言 への賞賛

助
・計画委員会への賞賛 問題点に気づく発言
・発言者への賞賛 ・グ ル ープ 意 見 へ の 賞賛

り
馳塁'

・聞 く態 度 へ の賞 賛 ・周りの意見を聞く態度への
仁」

賞賛
・友達と同じ思いを通わせる ・友達のよさを確認し合う活 ・友達どうしで磨きあえる活

活動 動 動
実 践 ・一 人 一 役 ・効率のよい役割分担 ・個性を生か した役割分担

・ル ー ルを 作 る ・自分 た ち に あ った ル ール の ・ア イ デ ア や オ リジ ナ リテ ィー

工夫 ・主体的な取り組み を生か した活動

活動の振 り返 り ・記 録 ・振 り返 り ・表 示 ・あ りが と う カ ー ド ・次 へ っ な が る振 り返 り

他教科
1国 ・聞 く ・話 す の 活 動 ・発表活動 ・討論活動

等 との 社 ・算 ・調査活動 ・資料の作成やまとめ方 ・資料をもとにに発表 しあう

係わり 道 ・責 任 感 ・相手の立場に立った行動 ・よ りよ く しよ うとす る態 度
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4実 践事例

本分科会の研究主題における[麺]に ついては、学習および学級生活の中で・温かい学級づ くりを心がける・

また、視点2に ついては教科 ・領域等の指導との関連を考えながら日常の場面に応 じて学級、 グループおよび個

別に指導 していく。本分科会では、[麺]「 学級集団の状況に即 した手立て」 に重点をおいて、授業研究を行 って

きた。以 トは、学級集団の状況の違 う2ク ラスで同 じ議題で学級活動を展開した場合の実践事例を紹介す ることに

する。

実践事例1「 ㊦安心で きる学級集団」の段階の クラス 実践事例2「 ②認め合う学級集団」の段階の クラス

学
・やや幼 い感 もあるが、活発で元気 な子が多 い。お とな し ・明 るく穏やかな児童が多い

級
いが 、 し っか り して い る子 も少 な くな い ・学習や当番活動 には真面 目に取 り組むが 、主体的 な活動

の
・司会 グループは輪番 に しているが、まだ話合 いの進め方 には物足 りな さを感 じる時が ある

実
の指導が不十分 なので、活発 な話合 いにな っていない ・話合 いに進んで参加す る児童 は5～6人 と少 な く、考え

態
・係活動 には意欲的 であるが、停滞気味 の係 にはア ドバ イ たり進んで意見 を言 った りす ることが苦手 な児童 が多 い
ス を して い る ・係活動 にはほとん どの子が意欲的 に取 り組 む

課 題 「 オ リ ン ピ ッ ク の 団 体 種 目 を 決 め よ う 」

・ 「何 で もオ リ ン ピ ッ ク」 の め あ て(み ん な が楽 しめ る) ・ 「5の2オ リ ン ピ ック」 の め あて(み ん な協 力 、 だ れ で
あ にあ った団体種 目を決 あ ることがで きる も金 メダル)を 達成で きるよ うな団体種 目を決 め ること
あ ・自分の考 えを もって話 合いに参加 す ることができる ができる
て ・友達 の意見 を聞 きなが ら、自分 の考 えを もうて話合い に

参加 する ことが できる

・司会 グループ→ 事前に学級会 カー ドを作成 ・司会 グループ→種 目ア ンケー トの作成 と集 計
事 →打 ち合せを行 い、話 合いの柱 にたてる →見通 しが もて る学級会 カー ドの工夫

前
・学 級 全 体→ 自分 の意 見を学級会 カー ドに書 く ・学 級 全 体→ ふさわ しい種 目を学級会 カー ドに書 く

○ 児童への手立て ★ 児童の変容
態

○相手を否定しない工夫 ○司会進行を助ける発言ル
度 ★反対 意見が続 いたが、教 師の指導によ り、解 決 した ★賛成 、反対意見 が混 合 しそ うにな った時 「反対意見 は後

で…」 とい う発言 があ り、進 行を スムー ズに した

1
司 ○指名の工夫 ○時間配分を意識した進行

★ 名簿を使 って、発言数の少な い人か ら指名 してい った ★ 「まだ意 見を言 っていない人か ら指 して いいです か」 と

ル ○少数意見を大切にする工夫 全体へ呼 びかけた
会 ★一人一人の意見 をカー ドで掲示 して いた ★ 「あ と5分 」の書記 の声に、「拍手の大 きい ものか ら2

話 っ決あ ます」 と採決 に うっ った

方 ○ ハ ン ドサ イ ン ○話合 いの ポイン トを考えた カー ド

★意思表示 のサイ ンを出 したので全体 の場が盛 り上が った ★学級会 カー ドに 日程表 と枠を書 いてお いた
○議題 にっ いて の自分 な りの意見 を書 くカー ド ○ いくっか の考えを並べ検討で きるカー ド

法 ★ 事前 に意見 を書 くことで 、意見 が言 いやすか った ★ アンケー トを集計 した種 目を事前 に掲示 することで、比

表 ★振 り返 りにも使 えた 較検討 しやす いようにした

意 ○小 グループによる討議 ○聞 き手 に分か りやす い説明や話 し方
★意見 が出 ないと き、近 くの人 と話 し合 うことで話合 いが ★理由 を述 べて、 自分の意見 を言 った

活発化 した ○聞 き手が納得で きる論拠 のあ る話 し方

見
○意 見の表現 を うながす掲示
★ 「意見 の言 い方 」の掲示物 に基 づいて、意見 が言 えた

★1融 膿 ε欝焚郷講 自縫身磐慧彪
言え た

A 態 ○自分の意思を表現する ○自分の意思を表現する
「コ

★ ハ ン ドサイ ンを用 い ることで、全員 が意思 を表示 できた ★ 同 じ意見 ・賛成 の時 は、〈拍 手〉 とい う形で全員が 自分
の意志 を表現 できた

現 ○ 自由に意 見が言える ○ 自由に意 見が言 える
★反 対意見 も含め、多 くの児童が意見を言えた ★ほぼ全員が意見を言えた

○意 見の修 正 ・合成
度 ★ 「パ ラパ ラ」 と 「お は ロ ッ ク」 は 一緒 に や る と い い な ど

合成した意見が言えた

皿 ○ 相手 の意 見 も聞 く ○相手の立場や考えを理解する
又 ★反対 意見で も、途中で じゃます ることな く、最後 まで聞 ★一緒に した らいい という意見や 日にちをず ら して や った

けた らいい とい う改善意 見が多 く見 られた
○意 見が受 け入れ られ る ★ 説 明 に 困 って い る女 子 に 「ガ ンバ レ」 と応 援 。 さ らに 、

★反対 意見で も意見は意見 として受 け入れて、聞 くことが 「つ まり…… とい うわけですね」 と助 け る発 言 が見 られ容
で きた た

い 児 ○自分に対する終末の助言に喜ぶ ○友達 のよか った意見や態度が見っ けられ る
童 ★ 「自分の意見に賛成 して くれて うれ しか った」 ★ 「今 まで1度 も言わなか った子が進んで発表で きて す ご振 い と思 った」「司会 の進 め方がよか った」 など

り
助 ○計画委員会への賞賛 ○発言内容への賞賛

★ 司 会 グ ル ーフ が が ん ば って くれ た ★みんなが意見を言えた返
○発 占者への賞賛 ○計画委員会への賞賛
★ いつ もよ り発表 した人が増え た ★事前に集計 し、 カー ドを作 って 工夫 した

り
言 ★ハ ンドサ イ ンを使 い、多 くの人が意思表示がで きた ○発言者への賞賛

★発想の良 い意見 を出 した人 に 「ネー ミング賞」授与 ★発言者を助け る発言が多 く見 られ た
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〈考察〉

実践事例1「 安心できる学級集団」の段階のクラス 実践事例2「 認め合 う学級集団」の段階のクラス

あ らか じめ学級会 カー ドに自分 の考 え を書 みん なが よさを発揮 して金 メダルを獲 得 で

き る団体種 目の選定が話 し合 いの中心 にな っ

た。互 いの意見 を否定 し合 うのでな く、 自分一
が主張す る種 目に賛同 して も らうため、 聞 き

いて お くことで、 自分 か ら進 んで手 を上 げ発

表 す る子 ど もが増 え た。 カ ー ドに書 い て あ る

ことで 、 安 心 して考 え が言 え た のか も しれ な

い。 ま た、 進 ん で発 表 す る子 ど も も、 自分 と

同 じ考 え が発 表 され る と、 ハ ン ドサ イ ンで 自

分 の意 思 を表 現 で きる よ うに な って き た。 司一

会 グループ と事前 に議事進行 にっ いて打 ち合

手 が納得で きる論拠のあ る発言が少 しず っ で

き るよ うに な って き た。 この こ と は、 一 人 一

人 が 自分 な りに ク ラス にか か わ ろ う、 貢 献 し

よ う とす る気 持 ち の表 れ だ と考 え て い る。 ま

た、 話 し合 い活 動 の手 立 て 表 に基 づ いて 「発わせ を行 う ことで、教 師 だ けで な く司会 グル ー

プ も学級会 の流 れが見えて、安心 して話 し合 言 の型 」 を掲 示 した り した こ と、 話 し合 い の

い に 臨 あ た と思 う。

団体 種 目の ネ ー ミ ングや 、今 ま で行 っ た こ

ポ イ ン トを考 え た学 習 カ ー ドを活 用 した り し

た と も有 効 だ った。

司会 グル ー プ の進 め方 、 活 発 な話 し合 い の

た め の手 立 て な ど今 後 の課 題 は た くさ ん あ る

が、 さ らに学 級 と一 人 一 人 が 高 ま って い か れ

るよ う、 子 ど もた ち と共 に学 ん で い き た い。

との な い ユ ニ ー クな競 技 内容 を発 表 して い る

姿 に 、子 ど もた ちの意 欲 が感 じられ た こ とが一

うれ しか った。 司会 グル ー プの進 め方 、 話 し

合 い の仕 方 な ど今後 の課 題 はた くさん あ るが、

互 い を認 め 合 い、尊 重 して い く雰 囲 気 の あ る

学 級 に して い きた い。

5ま とめ

(1)研 究 の 成 果

視 点1「 一 人一 人 が 尊 重 され、 認 め合 え る学 級 」 っ く りの た めの 工 夫

「友達 の意見 は最後 まで聞 く」、 「相手の よさを見っけ る」 な どを 日常 的 に意識 して生活 を

積 み重 ねて い くうちに、学級全体 が相手 を受 け入 れる雰囲気 にな り、一 人一人が所属感 を も

ち 自分 な りに学級 のため に寄与 しよ うとする姿勢が見えて きた。

視点2「 よりよ く生活す るための課題 をみっ ける」 ための工勾

意 見 交 換 す る場 や 自己表 現 す る場 を多 く設 定 した こと に よ り、 自他 を 深 く見 っ め 、 さ ら に

学 級 や学 校 、地 域 へ と視 野 が広 が り、 自分 た ち の課 題 を 見 っ け る態度 が 育 って きた 。

視 点3「 学 級 集 団 の状 況 に即 した手 立 て」

具 体 的 に ク ラ スの 実態 を把 握 し、 そ れ に即 した手 立 て を と る こ とに よ り、話 合 いの ル ー ル

や流 れ な どが分 か り、 見通 しを も って 自分 た ちで 解 決 しよ う とす る意欲 が 出 て きた。

(2)今 後 の課 題

・さ らに実 践 を積 み重 ね、 「話 し合 い 活動 の手 だ て表 」 を改 訂 し、 い っそ う児 童 の 実 態 に 則

した もの に な るよ う改善 を図 る。

・児 童 が主 体 的 に活 動 し、 よ り大 きな達 成 感 や 充 実 感 を 味 わ う こ とが で き る よ う、終 末 の 助

言 な どの教 師 の か か わ りを工 夫 す る。
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VI児 童会活動分科会

分 科 会 主 題

自発的 、自治的な児童会活動 を展開する指導の工 夫

1主 題設定 の理 由

代 表委員会 をは じめ児童会活動 は、児童が 自分た ちの学校生活 にを充実 、向上 させ よ うとす

る意 図の もとに自発的 、 自治的 に学校生活 に関す る諸 問題 の解 決をめざ して い くもの で あ る。

このね らいを達成す るたあには、児童会活動 にお いて異学年 の児童 が互 いに協 力 して 自分 た ち

の生 活の 向上 をあざ してい く活動が必要で ある。 また、代表委 員を含あ、全校 の児童が児童 会

活動 に関心 を もち、学校生活 をよ りよ く楽 しくして い くために進んで参加 して い くことが重要

であ る。

しか し実際 には代表委員 を中心 とす る一部 の児童の活動 にとどまることが多 い。 また、代 表

委員 会の活動 も子 ど もたちが自 ら参加 したいよ うな魅力あ る活動 になって いないのが現状 であ

る。例え ば、児童会活動 の役割 が学校行事へ の支援活動が中心 とな り、その内容 も固定化 ・画

一化 を見せ ている場合 もあ る
。既存 の活動 の内容 を変えて い くに も、新規の活動 を創造 して い

くに も、限 られた活動 時間 の中では、子 ど もたちにとって充 足感の得 られ るもの にな り得 て い

ない こと もあ る。その ことが、子 どもたちに とって児童会を身近かで ない ものに して いるので

はな いか と考 えた。

本分科会 が行 な った実態調 査か ら、次 の ことが分 か った。

〈実態調査の結果〉

活
動
内
容

代
表
委
員
児
童
の
意
識

他
の
児
童
意
識

・運動 会 スローガ ンな どの学校行 事を支援 した り、一年生 を迎 える会 な どの児童 会 集

会活動 に取 り組 む ことが多いが、学校生活 に関す る諸問題 にっ いて話 し合 うこ とが

少 ない。

・代表委 員をや って よか ったことと して、みん なの役 に立 て た(貢 献)、 みん なの前

で話 せ るよ うにな った(表 現力 の向上)、 自分 たちの ことを 自分 たちで決 あ られ る

よ うに なった(自 己決定)が あ ることが分 か った。

・半数 を越え る児童 が意 欲的に参 加 してい るが、 自主的 な判断 や主 張 がで きる児童 は

少 ない。

・代表 委員会で話 し合 って ほ しい ことに気付 かない。

・代表 委員会の活動 内容への理解 が低い。

そ こで、私 た ちは、限 られ た時間の中で子 どもの思 いや願 い、考 えをで きるだ け代表委 員会

活動 に生 かす システムの考案 と、代表委 員会のね らいや方法 な どを もっと分 か って もらうため

の広報活動 の工夫 な どを通 して、 その活動 を活性 化 し、子 どもた ちに とって魅力的 な もの に し

て い くための指導 法の工夫を研究す ることに した。
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2研 究構想図

分科会研究主題

自発的 、自治的 な児童会活動 を展開す る指導法 の工夫

目指す児童像〆一 児童会活動における児童の実態 一 〆 、

・行 事 や 集 会 に 比 べ 、 学
▼

校生活の諸問題に関す ・学校生活 の充 実 や向上

る議題 が少 ない。
_研 究仮説 ミ

のために進 んで 活動 で

・責 任 感 を も って 活 動 し 児童 の考 えや願 いを活動 に生 か きる子

てい るが、 自主 的 な判 し、認 め合 え るよ う環 境 を整 え ・互 い の よ さ を 認 め 合 え

断や主張 は不足 して い
一

る こ とで 、 自 発 的 、 自 治 的 な児
一

る子

る 。 童会活動 となるであろ う。 ・学校生活 の中 で課 題 を

・活動への理 解 と期待 が ノ 見付 け られ る子

高 い とは いえ な いなか 、
・学校全体 の た めの役割

積極的 に考 えて い る児 を引 き受 け られ る子

童 もい る。
▼

㌧ ノ ㌧ ノ

研究の視点1(活 動内容)

児童の考 えや願 いを生か した活動を創 る工夫

・児童 の声 を把握 し生かす事前 、事後 のア ンケー ト

・軽重 をっけた活動内容

慣例的 な活動 と新 しい活動の組 合せ

年 間計 画の見直 し

/
研究の視点2(活 動過程)

システ ム化 された活動過程 を創 る工夫

・教 師の指 導過程を システ ム化 した モデ

ル案の作成

・児童 に活動 の手順や見通 しを理 解 させ

るための代表委員会手帳 の作成 や掲 示

物 の活用

→

＼
研究の視点3(広 報活動と評価)

認め合 うための広報 活動 と評価 の工夫

・広報 活動(画 像を取 り入れて)

代表委員会だ よ り(児 童か ら児童 へ)

特別活動部報告(教 師 か ら教師 へ)

学校だ よ り(学 校か ら地域 、保護者 へ)

・評価 ラベル シールを用 い た全児 童 の感

想 の集 約

教 師か らの賞賛 とね ぎらい

校長 か らの賞賛 とね ぎ らい
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3研 究内容

視点1の 内容 と して年間活動計 画(試 案)、 視点2の 内容 として代表 委員 会手 帳 、視 点3の

内容 と して ラベ ル シールを紹介す る。そ して具体的 な実践 と して、次の ペー ジのモデル案 に基

づいた小池 まっ りの様子を紹介す る。

視点1児 童 の考えや願 いを生か した活動 を創 る工夫 …年 間活動計画(試 案)

代表委児童の活動

オ リエ ン テ ー シ ョ ン

・・'年生 を 迎 え る会

運 動 会 ス ロ ー ガ ン

学校生活の諸問題

○○○ まつ り

六年聞を送る会

一年間 の活動 を

ふ り返 って

4

提→提案 計→計画

067

・

実 一 反

ア

i提 一 実反1

ア1

実→実践 反→反省 アンケー ト(代 表委か ら各学級へ)調 →調査

9101112{123月

・

1提1

ア2調 ユ ア3

言十

ア

調2

実 一 反

提

提2

計

ア

ア

提 一T-一 一 計 実反

ア麺
・運動 会 スローガ ンの よ うな慣例的な もの は、短期間 で取 り組 むが、ア ンケー トを通 して各学

級 か らの意見の吸 い上 げ方等 を学ぶ機会 とす る。

・学 校生活の諸問題 は情報の収集 に時間をか けた り、児童 に意識 づ くりを した りす る必要が あ

るので、4月 よ り取 り組 む。5月 以降の代表委員会で は、代 表委 員会手 帳等 を用 いる ことで

時間 を節約 し、学校生活 の諸問題 にっ いて も取 り上 げ られ るように してお く。(議 題 の複 線

化)

・年 度 の初 めは、代表委担 当教員 が児童会活動 を積極的 に指導 してい くが 、少 しずっ 児童 が 、

自発的 、自治的 に活動 で きるよ うに支援 してい く。

視点21シ ステム化 された活動過程 を創 る工夫1視 点3認 め合 うための広報活動 と評価 の工 夫

…代表委員会手帳の活用 … ラベル シールの活 用

麟 雛 敷 頻綿
〆瓢 メ ヨ'・'多

傍ーぎ'冨

・内容 は、手帳の使 い方 、代表委員会活動の紹介、

司会台本 、年間 予定表 、メモ欄で約24べ 一 ジ。

・オ リエテー ションの特 に、手帳 を使 いな が ら時

間 を節約 した り、気 づいた ことをメモを した り、 司

会児重が参考 に した り、利用価値 があ った。

*市 販 され て い る ラ ベ ル シ ー ル で ワ ン タ ッチ で

貼 れ るの で 、 掲 示 物 を 速 く作 る利 便 性 が あ る。

・ラベル シー ルは、集会活動後に児童 の感想 を手短

に まとめ ることに有効であ った。 しか し人 数 の多 い学

校で は、かえ って整理が煩雑に なり一一一考 を要 する。
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視点2 システム化 された活動過程を創 る工 夫 … モ デ ル 案 小 池祭 リを成 功 さ せ よ う(10月)

【手帳】は代表委員会手帳 【学】は学級 【委】は委員会

児童 会 担 当者 の支 援

(代表委児璽へのはたらきか`っ

児 童 の 活 動

代表委員会(話 し合 い)(伝 え る 報告す る) 学級 。委員会(所 属臭団)

(運 営委員会 ・代表 委員会)(意 見を吸 い上げ る)

広 報 と評 価

「観点3)

a月
・才リユテーション(児 童会の めあ て

意義の理解)を 実現す る
・年間 活動 言.-LEIaiを配 布 し、10月 に

�._○ まっ;,を 実 樋す るこ とに勉

れ ておくご(日 時、 会場)

第1回 代表委員 会 【学】 ・掲示物 を見 た り、 代 表
、

・代表委員会だよ り

・委員会情

・児童会軍間活動計画表
1

f
代表 メンバーを銃 ろう

年間 活動 計画の見通 しをもとう1

ノ.委 の報 告を聞 い て、 年間

の見通 しもつ

・年間活動計画表を提示 し、

代表委員会の報告をす る

・自己紹 介をす る

・ 【手帳 】を読 み合 う

6月

・'Oて 〉こ:終り..の 昨年の様了を 窺 ら

せ 、 家年度 の 見通 しを もたせ る,

ぐVTR、 宜 貞等で)

第3回 代表委員会

ICOOま っ:,に 取 り組 もう1>【 学】 ・7月 か ら取 り組 む こ と
・昨年度の様二を矩 り、7月 か ら ・代表委報告三で7をY{る

取 り組む ことを予定 してお く 月か ら取 り組む こと
・昨年 度か らの引 き継 ぎで、一お を伝え る

店形式.で や った ことを却る。

・代表委貝会だ より

7月

。児 童会のめあてi年 か ら6年 まで

なかよ くしよう.を 達成するた めの
一(:)OC:ま

っ り であ る ことを 却 ら

せる
・めあてにそり._申 ソチフ レー スで

あるか助言する

・1学 期口に配布 しないで、2月 期旦々

にア ン7一 トを配布する ことをflb_6C

してお く

第4回 代表委員会(委 員長 も出席)、L ,【 学】 ・ ℃CCま っ り.の 意
・企画会 職 員会議 に提 案

(概 略)
・代 表委 員会だよ:)1

00Cま っ;,の キ 申ッチフ レーズ

を決めよ う

めあてを達成で きるか話 し合 う。

臨時運営委

1キ申ッチ フレー ズを決あよ`ll
・代表委で出 された意見を もと

に運営委がキ 苧ッチ フレーズ

を作 る

・キ 申・ノチ フレーズを もとに し

たアンY一 トを作成す る

・ 「OCOま つ り一を'義 やね らいを矢Cる

と'のような内容 ・店の種類や数 を検 討 して

(店 の種類や数な と')お く

にすれは、 【委】 ・委員会 として、 協 力で

きることはな いか考 えて

お く

2学 期

9月1日

2週 目

・わか らない ことわ困 ・った ことがあ っ

た ら、担当者や=r%tfH11に 桐談 す る

よ う伝えてお く

3～4週 目～10月1週 目(前 日まで)

臨時運営委 ・労級 だよ り ○ ○○ まつ

り.に ついて執筆

覧

・代表委員会だ より

・委員会情報

・企画会 職員 会譲 に提 案

(睾ヨ案)

評価例

。協刀 して取 り組 ん でい

る

・PRの=夫 をして いる

。低堂年の こと をよ く考

えて いる

・各クラス ・委員会 の 様 ヱ

を デジカメで撮 ってお くc

1出会いふれあいザ☆○○○まつり1>

第5回 代表委員会(委 員長も出席)く

【学】 。めあてを 達成 す るた め
・1学 期に作成 してお い に、 とのよ うな店 に した

たア ンケー トを学級 に配 いか話 し合 ・っておく

布する1

一人一人の アイデアを も

って、楽 しいOCOま つ りに

しよう

・アンケー トに学 級の意 見を 【委】 ・委 員会で 協刀 で きる こ

集約 して、代表委に もって く とを話 し合 い、 委 員会情

る 報に書 いてお く

〈

・店の内容 がだぶらない ・委員会で話 し合 った ことを

よ うに講 整す る。 代表委に もって くる

【堂】 ・店や場所 の讃 整 の必 要
・使いたい場所 を謂整す る。 〉 な学級 は、話 し合 って お

・PRの 方法 を決 める ・代表委員報告で、話 し合 う く

マ.ノブTV放 送 きス ター たことを伝え る。 ・PRの 役劃 分担 を して

等 お く

・進備やPRの 役割分担 をす るTV放 送 ポ スター

・委員会で協刀できる ことを決 〉 【委】 ・協刀で きる ことを 委員

るめ 会で実行す る

1各 堂級 ・各委員会で話 し合 ったこと(店 の周意、PR等)を や ってお く(准 備期間)1
・各担当でPRす る

・-.i

lR]プTV放 送 切 一等 【学】]一 進備、

運営委 〆
・-QCOま つ り一 の反智ア 。反省の アンケー トを学級に 【学】事前か ら薯後 の取 り組み

ンケー トを作成する 配布す る を反省す ることを却 る

当 日
。子と も達のrr琴動を見守 る. 愚㌧ 懸

・ラベルシー トに 一 言感想

を書 く
・デジカメ撮影 や芦かけ

10月2週 目
。後期代表委の メ ンノ・一に前期 の メン

バーの活躍を伝 える

第6回 代表委員会 く ・代表委 員会だより

・委員会情 報

・ラベルシー ト ・デ ジカ メ

の写真 の提 六

OCCま つ.,の

反省を して、

央年に竺かそ う

【μ】rOOOま つ:,一 の 反省
・ア ンケー トに営級の意見を集 を話 し合 ってお く

約 して代表 にも・って くる

E【 委】委員会の様ヱ を 委 員会情
。委 員会の様ヱ を報告で きるよ 報に書 いてお く

うに して おく

【学】反省の結異を却 る〉
・反省の結異 を学級 に配布す る
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4実 践事 例 活動名 「小池 まつ りを成功 させよ う」(全 校児童集会)

本校 で は、学校 週5日 制の完全実施 を踏 まえ、集会の回数や時数が減 る傾向が ある。現在 は

学期 に1回 ずっ児童会主催の全校児童集会 を実施 している。「小池 まつ り」 は代表 委 員会 で計

画 し実施 す る集会の中で、児童 の創意工夫 が生 かせ る もので、 どの児童 もたいへん楽 しみに し

て い る。毎年、集会の内容 は、お店形式 の希望 が多 く、 と もすれば児童会の めあて を忘 れ、 自

分 たちだ けが楽 しんで集会が終わ りが ちであ る。今年度 は例年 に も増 して、4月 よ り準備 を始

めた り、 ア ンケー トを使 って各学級の考 えを吸い上 げた りして、児童会が積極的 に取 り組 む こ

とを代表委員 に意識づ けた。

(視 点1)児 童 の考 えを生 か した活動 を創 る工夫

4、5月 は学校行事 の支援的 な活動(運 動会 スローガン)を 中心 に行 い、6月 に学 級か ら議

題 を把握 し、生かす ことを実施 した。代表委員会の議題 を複線 化 し、同 じく6月 か ら10月 実 施

の全校児童集会 に向けて提起 しておいた。本校児童会のああて 「1年 か ら6年 まで なか よ くし

よ う」 を達成す るための集会活動 であ ることを強調 し、7月 の代表委 員会で ア ンケー トの内容

やキ ャッチ フ レー ズにっいて話 し合 った。めあて達成の たあ にどの よ うな内容 にすれば よいの

か ア ンケー トを実施 し、全校 児童 の考 えを吸 い上 げるよ うに した。 その結果、異学年交流 を意

識 したキ ャ ッチ フ レー ズが考 え られ、学級 内の協力 が得 られ全校児童 の交流が深 まるよ う出 し

物が工夫 された。

(視 点2)シ ステム化 された活動過程 を創 る工夫

児童 向 けの 「代表委員会手帳」 は、10月 の後期代表委員会 のオ リエ ンテー シ ョン用 に用意 し

たので、「小池 まっ り」の活動 には直接役立っ ことはなか った。 しか し教 師向 け のモ デ ル案 を

事前 に作成 してお いたので、活動の見通 しが立 てやす く児童 への支援 ・助言 ・励 ま しを適切 に

行 うことがで きた。

(視 点3)認 め合 うための広報活動 ・評価 の工夫

活動 の様子を全校児童 に知 らせ るため、ペ ア学級 を通 じて代表委員会報告 や委 員会情 報 を配

布す るように した。「小池 まつ り」 で、委員会で も協力で きることがな いか呼 びか けて おい た。

広 く知 らせ る ことで、児童が準備やPRも 積極 的 に取 り組ん でい るとき、教 師側 も賞賛 の声か

けやデ ジカメ撮影 など意識的 に行 うことがで きた。

(実 践 を通 して)

定 例の代表委員会 は、年間11回 で計画 されて いる。旧 メンバーの代表委員 で 「1年 生を迎 え

る会 」を実施す るの と平行 して、第1回 目の代表委 員会を開 いてい る。そ こで、新 メ ンバ ーに

児童 会の意義 や進 め方 を指導す るため、 オ リエ ンテーシ ョンを実施 している。「運動会のスロー

ガ ン」 も学校行事 の支援的 な もので あるが、各学級か らの意 見の吸 い上 げ方、代表委員会 の役

割 分担 の方法 を身 に付 け させ る機会 と して実施 して いる。「小池 まっ り」の取 り組 みを6月 か ら

10月 とい う長 い スパ ンに したので 、児童 の自発的 ・自治的活動 につなが った。 また学級 。委 員

会 と代表委員会 を結ぶ ことも無理 な くできた。児童の生活の実態か ら、休憩時や放課後 など頻

繁 に活動 を行わせ ることは難 しい。児童会 の活動内容 も限 られ くるが、その中で 「や ってよか っ

た」 とい う満 足感 が得 られていた。1'年 間 を見通 した活動内容や時期を考 慮 して い くことが重

要で ある と言 え る。来年 度は、「代表委員会手帳 」 も年度初 めか ら有効 に利 用 してい きたい。
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VI研 究のまとめと今後の課題

1研 究 のま とめ

特別活動 の 目標 に迫 るため、特別活動部会で は、現代 の子 ど もたちの人間関係 の実態 に着 目

した。す なわち、子 どもたちの人間関係が家庭 や地域 において希薄化 して お り、 この ことが入

学後 の集 団生活 に さまざまな影響 を与 えて いると考え られる ことか ら、 自 らを律 し、他 と協調

し、思 いや る心 な どを育 て る集団活動 につ いて、低学年 か ら発達段階 に応 じて継続的、発展 的

に指導す る方法 を工夫 した。低学年 か ら、子 ども達 の生活基盤 である学級生活 におけ る身近 な

問題 を協 力 して解決 してい くとい う体験 を積み重ね ることで、問題解決 の仕方、集団活動 の進

め方等 を 自ら身 に付 け、高学年 では、学校全体を視野 に入 れ、異学年児童 で協力 して問題解決

を進 め ることがで きるよ うに したいと考 え、学 級活動及 び児童会活動 にっ いて研 究 した結 果、

特 に重要 な点 と具体 的な手 だてを以下 にまとめた。

(1)入 門期 か ら、楽 しい集 団活動 との出会 いの場を設定 し、集団の一員 と しての 自覚 と実践 的

な態度 を育成 してい くことが重要 であ る。

集団活動 の体験 が少 ない第1学 年 の児童 にとって、 や ってみたい活動 を直 ちに見 い出す こ

とは難 しい と考 え る。 みんなでや ってみ たい、 もっと楽 しくや りたいとい う意欲 を もっため

には、楽 しい集団活動 と出会 う場 や機会を意図的に設定 し、共 に活動す る ことの楽 しさに気

付 くよ う工夫 した。

② す べ て の子 ど も に集 団 に お け る話 し合 いの進 め方 が 分 か る よ う工 夫 し、 自分 た ち で話 し合

い を進 め、 運 営 して い る と い う気 持 ち を育 て る こ とが 重 要 で あ る。

低 学 年 で は、 話 し合 い活 動 をみ ん なで 進 め よ う とす る意 欲 を もたせ る た め、 ク ラス全 員 で

テ ー マ 曲 を歌 った り、 学 級 会 グ ッズ を工 夫 して 、役 割 が互 い に は っき りす る よ う に した り、

「話 し合 い進 あ方 カ ー ド」 を 作成 し、 み ん なが 自信 を もって 司 会等 の役 割 を もて る よ う に し

た。 ま た、 振 り返 りの時 間 を必 ず 設 定 した。 この よ うな手 だ て を、 中 学 年 、 高 学 年 へ と発 達

段 階 に応 じて工 夫 す る と と もに、 教 師 の 支援 も工 夫 した。 児 童会 活 動 に お いて は 「代 表 委 員

会 手 帳 」 を工 夫 し、 異 学 年 児 童 が 協 力 して進 め られ るよ うに した。

(3)集 団生活 をよ りよ くす るための生活上の問題 に、子 ども自ら気付 くよう工夫 し、学級 や学

校生活 の充実 と向上 を目指 して取 り組む態度 を育 てることが重要であ る。

集団生活 をよ りよ くす るための問題 に気付 き、 自ら議題 を広 げよ うとす る態度 を育 て るた

め、議題 にで きる範囲 を示 しなが ら、体験 や各教科等 の学習、情報等か ら、 子ど もたちの興

味 や関心 を耕 し、議題 を見 い出す場や機会を設定 した。児童会活動で は、 ア ンケー トを工夫

し、全学級、全校児童 の考 えを広 く確実 に把握 で きるよ うに した。

2今 後 の課題

話 し合 いの進 め方 や決 め方 につ いて、今後 も実践 を積 み重 ね、学級 の実態 に合 った方法 を さ

らに検討 す る。
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